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方向・目標

 目 

主食、主菜、副菜を食べている市民

適正体重等に気を付けている市民

ゆっくり噛んでいる市民 

食品の安全性を判断できる市民

朝食を欠食する（子育て世代）割合

主食、主菜、副菜を食べている

 

伝統的な料理を継承している

食品の安全性を判断できる(子育て

食育に関心を持っている市民

食育に関するボランティアの数

家族との「共食」の回数 

市民の割合 

学校給食で地場農産物を使用する

農林漁業体験を経験した市民

食品ロス削減を行っている市民

伝統的な料理を継承している市民

年度を「健康元年」とし、オールいわきの体制で市民運動としての

「食育」を推進していきます。

基本理念】 

一人ひとりが生涯にわたって 

楽しく 生活できるまち

視点】 

市民の心身の健康の増進と豊かな人間形成 

市の伝統的な食文化の継承と農林水産業の活性化

食品の安全性の確保等における食育の役割 

目標・主な取組

数値目標

主食、主菜、副菜を食べている市民 65%

適正体重等に気を付けている市民 50%

50%

食品の安全性を判断できる市民 70%

朝食を欠食する（子育て世代）割合 35%

主食、主菜、副菜を食べている(子
50%

伝統的な料理を継承している(子育
50%

子育て
70%

食育に関心を持っている市民 90%

食育に関するボランティアの数 250

朝食、夕食

週に

上 

 60%

学校給食で地場農産物を使用する
45

農林漁業体験を経験した市民 40

食品ロス削減を行っている市民 80

伝統的な料理を継承している市民 
35%

年度を「健康元年」とし、オールいわきの体制で市民運動としての

「食育」を推進していきます。 

 

生活できるまち

市の伝統的な食文化の継承と農林水産業の活性化 

取組み】 

数値目標 

65%以上 ・望ましい食習慣と知識の習

・乳幼児期・学童期・思春期
50%以上 

50%以上 

70%以上 

35%以下 ・地域における食育推進の取

・食育推進に係る人材の育

・給食を通じた食育の推進

・保護者への普及啓発

・日本型食生活の推進

50%以上 

50%以上 

70%以上 

90%以上 
・妊産婦や乳幼児に対する食

・子どもの発達段階に応じた
250人以上 

朝食、夕食

週に10回以

 55%以上 

・家庭や地域における共食の

・学生食堂や社員食堂等にお

60%以上 

45％以上 
・農林水産業を通した食育の

・給食を通した食育の推進

・地産地消の推進

 

40％以上 

80％以上 

35%以上 
・食育文化の継承と振興

年度を「健康元年」とし、オールいわきの体制で市民運動としての

生活できるまちづくり」

主な取組み

・望ましい食習慣と知識の習

得 

・乳幼児期・学童期・思春期

における食育の推進

・地域における食育推進の取

り組み 

・食育推進に係る人材の育

成・支援 

・給食を通じた食育の推進

・保護者への普及啓発

・日本型食生活の推進

・妊産婦や乳幼児に対する食

育の推進 

・子どもの発達段階に応じた

食育の推進

・家庭や地域における共食の

推進 

・学生食堂や社員食堂等にお

ける食育の推進

・農林水産業を通した食育の

推進 

・給食を通した食育の推進

・地産地消の推進

 

・食育文化の継承と振興

年度を「健康元年」とし、オールいわきの体制で市民運動としての

」 

主な取組み 

・望ましい食習慣と知識の習

・乳幼児期・学童期・思春期

における食育の推進 

・地域における食育推進の取

・食育推進に係る人材の育

 

・給食を通じた食育の推進

・保護者への普及啓発 

・日本型食生活の推進 

・妊産婦や乳幼児に対する食

 

・子どもの発達段階に応じた

食育の推進 

・家庭や地域における共食の

・学生食堂や社員食堂等にお

ける食育の推進 

・農林水産業を通した食育の

・給食を通した食育の推進

・地産地消の推進 

・食育文化の継承と振興

年度を「健康元年」とし、オールいわきの体制で市民運動としての 
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・望ましい食習慣と知識の習

・乳幼児期・学童期・思春期

・地域における食育推進の取

・食育推進に係る人材の育

・給食を通じた食育の推進 

・妊産婦や乳幼児に対する食

・子どもの発達段階に応じた

・家庭や地域における共食の

・学生食堂や社員食堂等にお

・農林水産業を通した食育の

・給食を通した食育の推進 

・食育文化の継承と振興 
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